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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気

設備学会（IEIEJ）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。これによって，JIS Z 9290-4:2009 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS Z 9290 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS Z 9290-1 第 1 部：一般原則 

JIS Z 9290-3 第 3 部：建築物等への物的損傷及び人命の危険 

JIS Z 9290-4 第 4 部：建築物等内の電気及び電子システム 
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雷保護－ 

第 4 部：建築物等内の電気及び電子システム 

Protection against lightning- 

Part 4: Electrical and electronic systems within structures 

 
序文 

この規格は，2010 年に第 2 版として発行された IEC 62305-4 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

障害源としての雷は，高エネルギー現象であり，落雷による放電は，数百メガジュール（MJ）のエネル

ギーを放出するが，建築物等内の電気及び電子システムを構成する電子機器を破損させるのに十分な数ミ

リジュール（mJ）のエネルギーと対比した場合，これらの機器を保護するためには，追加の保護手段が必

要である。 

この規格の必要性は，雷の電磁気的影響に起因する電気及び電子システムの故障費用の増大によって生

じたものである。特に重要な対象は，データ処理及び記憶装置，並びに多大な投資金額，規模及び複雑性

をもつプラントのプロセス制御及び安全性に用いている電子システムである（プラントの運転停止は，費

用及び安全面の理由から非常に好ましくない。）。 

雷は，JIS Z 9290-1 に規定する，建築物等内における次の各種タイプの被害の原因となる。 

－ D1：感電による生物の死傷 

－ D2：火花放電を含む雷電流の影響による物的損傷（火災，爆発，機械的破壊及び化学物質の流出） 

－ D3：雷電磁インパルス（LEMP）による内部システムの故障 

JIS Z 9290-3 は，物的損傷及び人命のリスクを低減するための保護対策に関するもので，電気及び電子

システムの保護は範囲外である。 

この規格（JIS Z 9290-4）は，建築物等内の電気及び電子システムの恒久的故障のリスクを低減する保護

対策に関する情報を与えるものである。 

電気及び電子システムの恒久的故障は，次の事項を介して雷電磁インパルスによって発生することがあ

る。 

－ 接続線を経由して機器に伝搬する雷サージ 

－ 放射電磁界による機器自体への直接的な影響 

建築物等に対する雷サージは，次の建築物等への外部の要因又は建築物等の内部の要因によって発生す

ることがある。 

－ 建築物等外部の雷サージは，引込線への直撃雷又は近傍雷によって発生し，引込線を介して電気及び

電子システムへ伝搬する。 


